



























































A Study on Management Efficiency Improvement Support Systems
using Big Data on Production and Sales of Beef Cattle

















































































１戸当たり（頭） 43.1 44.6 45.8 47.8 49.9 52.0 54.1
うち
繁殖牛
戸数（千戸） 53.0 50.0 47.2 44.3 43.0 41.8 40.2
頭数（千頭） 618 595 580 589 597 610 626
１戸当たり（頭） 11.7 11.9 12.3 13.3 13.9 14.6 15.6
うち
肥育牛
戸数（千戸） 13.5 13.1 11.6 11.7 11.3 10.8 10.2
頭数（千頭） 1,663 1,623 1,568 1,557 1,557 1,550 1,522
１戸当たり（頭） 123.2 123.9 135.2 133.1 137.8 143.5 149.2
資料：農林水産省「畜産の動向」より作成。
表２　肉用牛経営の収益性（家族経営（１戸１法人を含む））
年度 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29
繁殖牛経営１経営体当たり総所得
（ｃ）＝（a）×（b）（千円）
1,540 2,366 4,143 5,832 5,395
繁殖雌牛飼養
月平均頭数（b）（頭）
12.6 12.9 13.6 13.9 14.5
繁殖雌牛一頭当たり
所得（a）（千円）




1,809 4,174 8,534 9,797 5,245
販売頭数（b）（頭） 40.1 41.8 39.4 39.3 42.5
肥育牛一頭当たり
所得（a）（千円）
45.1 99.9 216.6 249.3 123.4
乳用おす１経営体当たり総所得
（ｃ）＝（a）×（b）（千円）
▲7.120 ▲5.68１ 5,254 2,551 ▲1.289
販売頭数（b）（頭） 131.6 138.6 125.4 114.4 120.5
肥育牛一頭当たり
所得（a）（千円）






















































































































































た り2,000円、10か ら29頭 は3,000円、30か ら49頭 は










































































受胎率 初回授精日数 空胎日数 発情発見効率
年別
Ｈ26年 512 13,657 405 60.6 79 112 64.0
27年 669 17,478 404 59.1 77 111 64.0
28年 671 18,673 403 57.3 75 112 63.6
29年 681 19,939 400 57.1 73 109 65.2
30年 684 21,217 401 57.8 75 110 64.7
繁殖牛頭数別10頭未満 135 891 410 58.0 82 119 62.3
10頭以上20頭未満 167 2,379 401 58.5 77 110 65.9
20頭以上30頭未満 124 3,048 401 58.3 73 110 62.0
30頭以上40頭未満 88 3,041 401 57.1 71 110 62.1
40頭以上50頭未満 57 2,557 392 57.0 70 101 71.1
50頭以上100頭未満 85 5,580 393 57.2 70 102 69.0
100頭以上 28 3,721 399 56.3 72 107 66.6
分娩間隔別380日未満 224 7,840 368 64.8 60 77 84.7
380日以上400日未満 203 6,423 390 59.8 70 98 72.5
400日以上420日未満 111 3,414 410 54.5 77 118 62.6
420日以上440日未満 63 1,465 429 54.0 86 138 56.7










































































































































































































平均 比較 平均 比較 平均 比較
繁殖
成績
分娩間隔 12.4 12.7 〇 13.2 〇 13.4 〇 Ａ
授精回数 1.8 2.0 〇 1.8 1.7 ▲ Ｂ
受胎率 55.0 50.7 〇 56.6 ▲ 57.9 ▲ Ｂ
初回授精日数 59 57 ▲ 73 〇 78 〇 Ａ
発情発見効率 82.6 75.6 〇 64.4 〇 63.5 〇 Ａ
子牛
事故率 2.7 1.0 ▲ 4.2 〇 3.7 〇 Ｂ
生産率 88.5 86.0 〇 81.4 〇 79.5 〇 Ａ
平均価格
雌 712,786 718,545 ▲ 675,207 〇 677,281 〇 Ａ
去 784,035 801,231 ▲ 749,450 〇 759,831 〇 Ａ
日齢体重
雌 0.93 0.96 ▲ 0.96 ▲ 0.98 ▲ Ａ































































































































































































H27 H28 H29 H30
100％以上 80〜100％ 60〜80％
40〜60％ 40％未満 平均
資料：宮崎県畜産協会資料より作成。
（％）
59
念であるイノベーションに挑戦する必要がある。
　しかし、依然として個別経営者の情報収集能力と情報
利活用能力には限界があるので、その限界の壁を取り除
いてくれる関係組織が必要である。本研究では宮崎県畜
産協会が提供している肉用牛経営支援事業を事例に経営
支援システムの有効性を検証してきた。
　低料金で繁殖成績と子牛販売成績などの有益な情報が
大量に提供されており、経営主にとって非常に有益なシ
ステムである。しかし、経営者がそれらの情報を自己の
経営のイノベーションのために積極的に活用しているか
どうかが問題である。Ｎ経営の経営主や後継者は積極的
にこの支援システムを利活用して、経営イノベーション
に役立ててはいない。
　宮崎県畜産協会は、経営主がパソコンなどを利用して
肉用牛経営支援事業で提供される情報を経営イノベー
ションや技術改善に利活用できるように研修機会を多頻
度で開催し、ビッグデータを有効活用した「イノベー
ションに挑戦する経営主」の育成に取り組まれることを
期待したい。
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肉用牛の生産販売に関するビッグデータを活用した経営効率化支援システムの考察　― 「単なる業主」からの脱却は可能か：宮崎県畜産協会の取組みとＮ経営の事例 ―
